
平成26年4月25日発行山梨県富士川町議会

‥‥‥‥‥‥‥23月定例会で決まったこと

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6議会改革

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4委員会レポート

‥‥‥‥‥‥‥‥‥11一般質問（5議員が登壇）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16ふじかわ昔ばなし

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp



自主財源
（42.4%）依存財源

（57.6%）

　
平
成
26
年
3
月
定
例
会
が
3
月
7
日
か
ら
17
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
25
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
26

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
48
の
議

案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
提
案
し
た
政
務
活

動
費
交
付
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

穂積柚太郎と柚香ちゃん
（穂積地区のキャラクター）

【　】内の数字は
全人口1万6千人で割った
町民1人当たりのお金です。

（財源）

1億425万円（1.5％）
9,026万円（1.3％）
1,141万円（0.1％）
6,341万円（0.9％）
6,397万円（0.9％）

使用料・手数料
分担金・負担金
財産収入ほか
繰越金
諸収入

4億471万円（5.9％）
1億2,701万円（1.9％）
5,959万円（0.9％）
2,096万円（0.4％）

県支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他

町税
みなさんからの税金
14億2,642万円（20.9％）

繰入金
基金から
11億5,000万円
（16.8％）

地方交付税
国から配分され町が
自由に使えるお金
22億円（32,2％）

町債
借りるお金
5億5,020万円
（8.1％）

国庫支出金
国の補助など
5億5,884万円
　　（8.2％）

（使いみち）

衛生費
保健・予防・ごみ処理など
6億1,790万円（9.1％）
【38,619円】

民生費
高齢者・児童福祉・
保育所の運営など
21億1,948万円（31.0％）
【132,468円】

土木費
道路や河川の
新設維持費
9億4,997万円
（13.9％）
【59,373円】

総務費
役場全体の
管理や運営費
9億5,704万円
（14.0％）
【59,815円】

公債費
借金の返済
9億2,335万円
（13.5％）
【57,710円】

教育費
学校・社会教育の費用
5億3,236万円（7.8％）
　　　　【33,273円】

その他
4億3,747万円（6.4％）
【27,342円】

消防費
消防・防災の費用
2億9,346万円（4.3％）
【18,341円】

平成26年度

平成26年度当初予算は4月に町長および町議会議員選挙
があるため、政策的予算を除いた経常的経費で編成された
骨格予算となりました。



平成26年度特別会計予算

・国民健康保険

・後期高齢者医療

・介護保険

・介護サービス事業

・奨学金

・簡易水道事業

・下水道事業

17億7,944万6千円

3億5,355万3千円

17億6,416万0千円

1億377万8千円

72万0千円

1億4,736万2千円

9億4,135万7千円

・営農飲雑用水事業

・箱原農業集落排水事業

・鹿島財産区

・カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

・峡南地区ことばの教室共同設置

・峡南地区充指導主事共同設置

・水道事業会計

353万6千円

1,306万4千円

5万0千円

51万4千円

173万3千円

90万4千円

4億1,496万5千円

産業建設常任委員会
・平林伊奈ヶ湖道路改良工事
・青柳長沢線道路改良工事
・青柳1号線道路改良工事
・道の駅建設工事（平成26年7月オープン予定）
・新規就農給付支援事業
・遊休農地利活用事業
・鳥獣害防止対策費
・商店街創出支援事業 開業が待たれる道の駅富士川

教育厚生常任委員会
・増穂小学校太陽光発電設置工事に
　伴う屋上屋根改修工事
・地域生活支援事業
・障がい者総合支援金給付費
・太陽光発電システム設置補助金
・リサイクルステーション設置費
・臨時福祉給付金給付事業（創設）
・子育て世帯臨時特例給付金給付事業（創設）

充実が進むリサイクルステーション

総務常任委員会
・町制施行5周年記念事業
・地域力創造交付金制度の継続
・議場マイクシステム整備工事
・各種自主公演事業（文化ホール）
・地域公共交通事業

5周年記念事業で開催予定の山車巡行



3月定例議会

答
　
税
率
が
25
年
4
月
に
変

わ
り
、
県
税
分
が
減
額
し
市

町
村
税
分
が
増
加
し
た
。
9
、

5
8
8
万
円
で
1
7
8
万
円

増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

町
た
ば
こ
税
の
増
加

要
因
は

答
　
分
か
り
や
す
い
表
示
な

ど
の
検
討
を
行
い
対
応
す
る
。

大
雪
で
消
火
栓
の
場
所

の
表
示
に
何
か
対
策
は

答
　
26
年
度
は
1
0
、5
0
0

件
見
込
み
、一
件
当
り
外
税
で

64
円
80
銭
と
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
手
数
料
は

何
件
分
見
込
ん
で
い
る
か

答
　
1
2
2
人
、3
億
7
2
9

万
円
で
あ
る
。

26
年
度
嘱
託
・
臨
時
職

員
の
人
数
と
総
額
は

答
　
利
用
さ
れ
た
地
区
は
な

い
が
、
相
談
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
区
は
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貸
付
の
利
用
状
況
は

分かりやすい表示を

4月から運行のスクールバス

答
　
6
月
下
旬
を
予
定
。

鰍
沢
小
中
学
校
の

プ
ー
ル
の
完
成
は

答
　
運
行
区
域
を
鰍
沢
地
区

へ
も
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
は

答
　
30
リ
ッ
ト
ル
と
15
リ
ッ

ト
ル
を
つ
く
る
予
定
で
あ
る
。

ゴ
ミ
袋
、
二
種
類
の

内
容
は

答
　
26
人
乗
り
で
平
林
線
1

台
、
中
部
・
五
開
線
2
台
を

使
用
す
る
。
乗
車
対
象
者
は

小
中
学
生
お
よ
び
保
育
園
児

と
し
、
時
刻
表
は
利
用
者
に

周
知
す
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
3
台
の

運
行
計
画
は

答
　
中
所
得
者
世
帯
を
対
象

と
し
て
、
児
童
1
人
当
り
1

万
円
を
児
童
手
当
受
給
者
に

支
給
す
る
。

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
は

答
　
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
を
対
象
に
単
身
世
帯
、
高

齢
世
帯
等
に
1
万
円
を
支
給

す
る
。

臨
時
福
祉
給
付
金
は



橋梁長寿命化の点検調査

答
　
平
成
26
年
度
に
実
施
設
計
、
27
年

度
に
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

簡
水
石
綿
管
改
修
工
事
の

計
画
は

答
　
平
成
28
年
度
に
統
合
を
計
画
し
て

い
る
。

鰍
沢
本
町
地
区
簡
易
水
道
の

上
水
道
へ
の
統
合
は

答
　
24
年
度
か
ら
の
継
続
者
1
人
と
、

新
規
1
人
を
予
定
、
申
請
は
随
時
可
能

で
あ
る
。

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の

利
用
者
は
何
人
か

答
　
診
断
の
結
果
、
1
1
8
橋
の
修
繕

が
必
要
、
26
年
度
は
2
橋
の
修
繕
設
計

費
を
計
上
。

橋
梁
長
寿
命
化
の

修
繕
計
画
は

答
　
道
の
駅
を
発
着
と
し
、
小
室
・
平

林
を
め
ぐ
る
約
40
㎞
の
コ
ー
ス
を
検
討

し
て
い
る
。

5
周
年
記
念
事
業
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
大
会
の
内
容
は

　
降
雪
時
、
安
全
な
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
国
道
や
県

道
の
降
雪
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

　
効
率
的
で
迅
速
な
除
雪
を
行

う
た
め
に
、
道
路
管
理
者
ご
と

の
除
雪
で
な
く
、
一
元
的
な
対

応
が
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
。

　
町
道
や
農
道
の
除
雪
経
費
、

除
雪
用
機
材
や
融
雪
剤
等
の
購

入
経
費
、
高
齢
者
世
帯
や
孤
立

世
帯
等
の
除
雪
支
援
に
対
す
る

財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

　
被
災
農
業
者
支
援
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
対
策
を
さ
ら

に
拡
大
し
、
解
体
撤
去
、
再
建

等
に
対
す
る
支
援
や
必
要
経
費

の
全
額
補
助
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
。

　
大
雪
災
害
に
伴
う
再
建
費
用

へ
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
軽

減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
今
回
の
大
雪
災
害
に
対
し
、

特
別
交
付
税
の
増
額
と
弾
力
的

な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

123456

大
雪
災
害
に

関
す
る
意
見
書

要
望
事
項

意見書

▼
条
例
制
定

・
直
売
所
条
例

・
道
の
駅
富
士
川
条
例

・
鰍
沢
町
有
林
財
産
区
議
会
設
置
条
例

・
羽
鹿
島
財
産
区
議
会
設
置
条
例

・
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

▼
条
例
の
一
部
改
正

・
町
営
バ
ス
設
置
条
例

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

　
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例

・
特
別
会
計
設
置
条
例

・
社
会
体
育
施
設
条
例

・
児
童
セ
ン
タ
ー
条
例

・
町
有
住
宅
管
理
条
例

・
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ

　
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

・
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

　
す
る
条
例

▼
条
例
の
廃
止

・
穂
積
地
区
多
目
的
集
会
施
設
条
例
を
廃
止

　
す
る
条
例

▼
不
動
産
譲
与

・
ゆ
ず
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
譲
与

（
小
室
区
・
高
下
区
へ
）

▼
同
意

　
人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）

　
　
佐
々
木
勝
利
氏
（
鰍
沢
中
）

▼
意
見
書
提
出

・
平
成
26
年
2
月
の
大
雪
災
害
に
関
す
る
意

　
見
書
（
詳
細
は
下
記
）

今
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。



全議員が参加のもと、ほぼ毎月1回議会改革特別委員会が開かれ、議員の資質の向
上や開かれた議会を目指して話し合いを重ねてきました。どんなことが議論され、
何が実現されたのか、この4年間を振り返ります。

合併から4年。議会改革特別委員会が設置され議論を重ねていくなかで、両町議会のそれぞれ

のカラーが融合されながら、富士川町議会としての特色ある議会像をつくり上げてきた4年間

でした。一期4年間の議会改革特別委員会の活動を振り返ってみました。

●年1回休日議会を開催
平日に傍聴できない方にも議会の活動を知ってもらい、議会を身近に感じてもらうこと
を目的に行いました。

●予算・決算の特別委員会による審査方式の導入
もっと議員同士で議論をする場がほしいという意見を受け、予算・決算審議で特別委員
会による審査方式が導入されました。

●議員報酬の見直し
山梨県は全国47都道府県の町議会の中で最低の報酬額になっています。今後若い人たち
に議員になってもらうためにも報酬の見直しをすべきという議論がありましたが、一つ
の町だけで実施にいたるのは難しい面もあるため、県の議長会などへの積極的な働きか
けをしていくことになりました。

●各種審議会などへの議員の参画の見直し
審議内容について、議会でも議論するようなものであるなら、最初からその審議会委員
に議員は入らならないほうが良いのではないかと、各常任委員会で所管の委員会につい
て検討しました。任期があるので、実施は26年度に持ち越すことになりました。

●議会基本条例の制定
議会基本条例の制定を目標としてあげましたが、議論が煮詰まらず策定までには至りま
せんでした。

●地区懇談会を実施
議員が地区に出向き、直接町民と対話することで、町民のみなさんに議会を身近に感じ
てもらうと同時に、町民の生の声を聞くことを目的に実施しています。

●議員定数の見直しは採決で否決
議員定数を現状の16人から14人にするべきか、多くの時間をかけて議論しましたが、最
終的には本会議場で議員提案され、反対・賛成の討論を行い、採決して結論を出しまし
た。結果は議員定数の見直し案は否決され、現状の16人に決まりました。（「議会だよ
り」第12号参照）



政務活動費の創設、費用弁償の見直しは、
議会改革特別委員会での長い間の懸案事
項でしたが、今議会でようやく結論を出
すことができました。

富士川町議会議場

　政務活動費は、町政に関する調査研究や
その他の活動に必要な経費の一部を交付し、
議員活動の活性化と議会の審議能力の強化
を図るために交付されるものです。本町で
は、政務活動を「議員が行う調査研究、研
修、広報、広聴、住民相談、要請、陳情、
各種会議への参加」と定義づけ、使える経
費を特定しています。政務活動費の詳細な
使い方をマニュアルにした「政務活動費の
手引き」を作成し、適正な取り扱いと経理
を明確にしました。
　富士川町議会政務活動費の交付に関する
条例の制定で、富士川町では議員一人あた

り年額9万円を交付することになりました。
交付を受けた政務活動費は、毎年度末、領
収書等の証拠書類を添付した収支報告書に
より清算し、剰余金が生じた場合は返還す
ることとしています。この収支報告書は、
町民へ公表されることになります。
　なお、政務活動費の年額9万円については、
特別職報酬等審議会から適当であるとの答
申をいただきましたが、併せて「活動費の
適正な運用としっかりとしたチェック、ま
た、この活動費を活用して、議員活動を活
発にしてほしい。」との要望が出されまし
た。

　「費用弁償」については、これまで「議
員が議会の招集に応じ、もしくは各委員会
に出席したとき」に、日額1,200円の支給
を受けてきました。この費用弁償は、金額
の積算根拠があいまいで、町民の理解を得
るのが難しく、ともすれば報酬の二重取り

との批判を受けたりしてきました。
　そこで、このたび議会が自ら定額制の費
用弁償を改め、実際に要した実費の交通費
だけを受給するとした内容に条例を改正し
ました。



その他の主な補正予算
△651万円

△234万円

△221万円

205万円

295万円

1億5,517万円

△253万円

250万円

△3,008万円

△180万円

2,510万円

国民健康保険特別会計繰出金

介護保険特別会計繰出金

後期高齢者医療特別会計繰出金

保育所広域入所委託料

峡南北部二病院統合事務組合負担金

峡南医療センター出資金

簡易水道事業特別会計繰出金

長沢第5揚水機場ポンプ取替工事

下水道事業特別会計繰出金

高下治山堰堤災害復旧工事費

過疎地域自立促進基金積立金

道整備交付金内訳
・平林伊奈ヶ湖線道路改良工事
・大椚大久保線道路改良工事
・青柳長沢線道路改良工事
・青柳1号線道路改良工事
・青柳11号線道路改良工事

青柳11号線道路改良工事
（フォレストモール富士川南側）

被害を受けたビニールハウス

　
2
月
7
日
、
第
1
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
と

し
て
、
火
災
に
よ
り
焼
失

し
た
選
挙
用
記
載
台
購
入

費
1
4
0
万
円
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
の
補
正

予
算
繰
越
明
許
費
7
9
0

万
円
、
道
の
駅
外
構
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
が
可
決
さ
れ
た
。

2
月
の
豪
雪
で
は
多
く
の
方
が
被
害
に

遭
わ
れ
ま
し
た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
3
月
4
日
、
被
害
の
あ
っ
た
農

業
施
設
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た

雪
崩
危
険
個
所
、
除
雪
の
雪
捨
て

場
等
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
視
察
後
、
被
害
に
お
け
る
対
応

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
定
例

会
最
終
日
に
大
雪
災
害
に
関
す
る

意
見
書
を
可
決
し
、
国
・
県
の
関

係
機
関
に
提
出
し
た
。

大
雪
被
害
現
地
視
察

　
2
月
の
記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
、

除
雪
は
大
変
な
労
力
を
要
し
た
。

大
雪
に
よ
り
除
雪
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
多
く
の
方
に
不
便
を
か

け
た
が
、
委
託
業
者
の
昼
夜
を
分

か
た
ず
の
作
業
と
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
で
、
孤
立
状
況
を
短

期
に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
1
3
0
㎝
を
超
え
る
大
雪
で
さ

ら
に
除
雪
経
費
が
増
え
、
最
終
的

に
は
3
千
万
円
追
加
補
正
す
る
予

定
の
説
明
を
受
け
た
。

除
雪
費
用

1
0
5
2
万
円
を
専
決
補
正

第
1
回
臨
時
会



関係者を集めての開設記念式典

新
名
称
で
標
示
さ
れ
た
病
院

　
3
月
27
日
、
峡
南
北
部
二
病
院
統

合
事
務
組
合
の
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
、
企
業
団
の
条
例
お
よ
び
26
年
度

会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。

企
業
団
の
条
例
28
件
制
定

26
年
度
会
計
予
算
も
可
決

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
科
一
覧

医
師
数
は
4
人
増

（4月1日　常勤医師13名）

・
内
科

・
外
科

・
小
児
科

・
整
形
外
科

・
脳
神
経
外
科

・
リ
ハ
ビ
リ
科

・
皮
膚
科

・
放
射
線
科

・
病
理
診
断
科

病
床
数

一
般
病
床
　
　
154
床

感
染
症
病
床
　
4
床

（4月1日　常勤医師8名）

・
内
科

・
外
科

・
小
児
科

・
整
形
外
科

・
脳
神
経
外
科

・
リ
ハ
ビ
リ
科

・
泌
尿
器
科

・
皮
膚
科

・
婦
人
科

・
眼
科

・
耳
鼻
咽
喉
科

・
放
射
線
科

病
床
数

一
般
病
床
　
40
床

療
養
病
床
　
40
床

費
　
用

43億117万6

1,601万1

8億9,707万6

2,575万8

病院事業費用

介護老人保健施設事業費用

医業費用

医業外費用

事業費用

事業外費用

52億4,002万1合　計

平成26年度　峡南医療センターの収支計画

収
　
益

36億5,061万6

3億4,599万7

8億4,702万8

1,290万5

病院事業収益

介護老人保健施設事業収益

医業収益

医業外収益

事業収益

事業外収益

48億5,654万6合　計

（単位：千円）



◆中巨摩地区広域事務組合

※富士川町負担金は昨年の9,748万円から1億362万円と6.3％の増額となった。理由は老朽化した焼却施

　設の改良工事に平成25年度から取り組んでおり、そのため負担金が増額となった。改良工事は27年

　度までの3カ年計画であるが、総事業費約42億円のため今後負担金が増えることが予想される。

平成26年度中巨摩地区広域事務組合予算

4,085万円

3,559万円

526万円

322万円

一般会計
888万円

859万円

29万円

80万円

地区公園事業
2,813万円

3,346万円

△533万円

237万円

老人福祉事業
4,983万円

5,028万円

△45万円

401万円

勤労青年センター事業
2億3,696万円

2億4,043万円

△347万円

0

し尿処理事業
36億5,946万円

24億5,517万円

12億429万円

1億362万円

合計
32億9,482万円

20億8,682万円

12億800万円

9,322万円

ごみ処理事業

本年度
前年度
比較

本町負担金

年度 会計

三郡衛生し尿処理場

◆三郡衛生組合

平成26年度三郡衛生組合負担金

308万円

278万円

781万円

157万円

118万円

1,642万円

6,612万円

5,634万円

2億3,550万円

4,206万円

2,793万円

4億2,795万円

2,040万円

1,850万円

8,135万円

4,049万円

2,675万円

1億8,749万円

4,264万円

3,506万円

1億4,634万円

0

0

2億2,404万円

富士川町
市川三郷町
南アルプス市
中央市
昭和町
合　計

一般会計 合　計火葬場し尿処理場

峡南5町の広域電算システム・ネットワーク

◆峡南広域行政組合

平成26年度峡南広域行政組合負担金

合　計

富士川町
市川三郷町
早川町
身延町
南部町

広域ネット
運営費
負担金

一般分等
負担金

町村電算
システム
負担金

680万円

772万円

448万円

711万円

1,116万円

3,727万円

3億3,092万円

3億3,749万円

7,965万円

3億3,253万円

2億2,583万円

13億642万円

2,883万円

3,287万円

1,854万円

3,426万円

2,687万円

1億4,137万円

町議会では、町内在住
の20歳以上の方（町職
員・町議会議員とその
家族を除く）で、議会
だよりの批評や提言、
情報の提供をしていた
だけるモニターを次に
より募集します。

募集人員　8人

任　　期　1年間

募集期間　平成26年5月20日

お問い合わせ・応募先
議会事務局
　0556（22）7211

後期高齢者医療広域連合議会後期高齢者医療広域連合議会
平成26年第1回定例会が2月21日に開催され、以下のとおり
可決した。

◆平成25年度特別会計補正予算
歳入歳出を1,443万1千円増額し、945億6,073万8千円とする。

◆平成26年度特別会計予算
歳入歳出を940億7,625万2千円と定める。



問
　
2
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
降
り
続
い
た
歴
史
的
な
大

雪
で
、
15
日
は
一
歩
も
出
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
2
月
8

日
の
記
録
的
大
雪
の
時
も
そ
う

で
あ
る
が
、
町
民
か
ら
は
除
雪

が
遅
す
ぎ
る
と
の
苦
情
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。

　
8
日
の
時
、
南
湖
の
通
り
は

除
雪
さ
れ
て
い
た
が
、
夕
方
に

は
車
の
わ
だ
ち
が
で
き
交
互
通

行
が
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
14
日
夕
方
6
時
の
時

点
で
は
し
っ
か
り
除
雪
さ
れ
、

わ
だ
ち
も
な
く
交
互
通
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
た
。
富
士
川
町
に
入

る
と
前
回
同
様
、
踏
み
し
め
ら

れ
た
雪
の
上
を
一
車
線
通
行
で

き
る
程
度
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、

除
雪
の
対
応
が
遅
か
っ
た
の
か
。

町
長
　
国
道
は
国
、
県
道
は
県
、

町
道
は
町
が
管
理
し
て
い
る
。

ま
た
甲
府
の
ほ
う
は
中
北
建
設

事
務
所
、
富
士
川
町
は
峡
南
建

設
事
務
所
が
管
理
し
て
お
り
、

予
算
も
分
か
れ
て
い
る
。

　
除
雪
す
る
に
は
国
道
や
県
道

を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
重

機
の
あ
る
場
所
に
よ
っ
て
も
除

雪
の
順
序
が
変
わ
る
。
一
概
に

こ
の
道
か
ら
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
そ
の
違
い
で
あ
る
。

建
設
課
長
　
区
長
を
通
し
て
各

路
線
を
業
者
と
委
託
契
約
し
て

お
り
、
10
㎝
を
越
え
た
ら
除
雪

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
も
前
日
に
業
者
に

指
示
し
た
。
一
度
か
い
た
が
雪

が
多
す
ぎ
る
の
で
、
や
ん
で
か

ら
行
う
こ
と
に
し
た
。
1
3
0

㎝
の
大
雪
だ
っ
た
の
で
作
業
が

進
ま
な
か
っ
た
。

問
　
16
日
に
は
甲
西
・
若
草
地

区
は
細
い
道
ま
で
除
雪
さ
れ
て

い
た
。
18
日
に
な
っ
て
役
場
職

員
が
雪
捨
て
場
と
し
て
戸
川
を

見
に
き
た
。
そ
れ
か
ら
街
中
の

除
雪
が
始
ま
っ
た
が
。

町
長
　
15
・
16
日
は
幹
線
道
路

の
確
保
と
孤
立
集
落
の
防
止
に

重
点
を
置
い
た
。
そ
の
こ
ろ
県

か
ら
河
川
に
捨
て
て
も
良
い
と

連
絡
が
入
っ
た
。
戸
川
と
利
根

川
公
園
プ
ー
ル
駐
車
場
を
雪
捨

て
場
に
し
た
。

問
　
「
幹
線
道
路
か
ら
除
雪
し

て
い
ま
す
。
側
溝
に
雪
を
捨
て

な
い
で
下
さ
い
」
。
こ
の
言
葉

が
15
日
か
ら
連
日
繰
り
返
し
防

災
無
線
で
流
さ
れ
た
が
、
町
の

状
況
は
伝
え
ら
れ
ず
住
民
生
活

は
困
窮
し
た
。
除
雪
状
況
等
を

伝
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

町
長
　
一
車
線
確
保
が
優
先
で

車
に
よ
っ
て
は
通
行
で
き
な
い
。

ま
た
国
道
・
県
道
の
状
況
も
あ
る
。

情
報
伝
達
が
難
し
か
っ
た
。
区

長
に
は
優
先
的
に
除
雪
す
る
路

線
図
が
渡
し
て
あ
る
の
で
、
地

域
住
民
に
周
知
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。
今
後
は
国
・
県

と
の
除
雪
方
法
や
道
路
情
報
の

共
有
化
を
図
る
こ
と
が
反
省
点

で
あ
る
。

業
者
へ
の
依
頼
は

除雪対策が
遅れたのはなぜか

道路管理の違いで
円滑にいかなかった

齊
藤
欽
也
議
員

ガスト交差点、
追分交差点
付近の様子



富士川病院4月からの
内科入院は可能か

3・4階で入院患者を
受け入れる予定

内科入院を受け入れる病室

秋
山
　
貢
議
員

問
　
富
士
川
病
院
で
は
、
内
科

の
入
院
は
4
月
オ
ー
プ
ン
時
か

ら
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

く
ら
い
の
入
院
患
者
の
受
け
入

れ
が
可
能
か
伺
う
。

町
長
　
3
・
4
階
で
入
院
患
者

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
い
る
。

病
室
の
空
き
具
合
に
よ
り
、
受

け
入
れ
可
能
人
数
が
決
ま
る
。

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
全
体

で
は
、
ど
の
職
種
が
何
人
く
ら

い
不
足
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
看
護
師
が
9
名
、

薬
剤
師
が
3
名
不
足
し
て
い
る
。

不
足
職
種
は
今
後
も
募
集
し
て

い
く
。

問
　
2
病
院
を
経
営
す
る
に
あ

た
り
、
4
月
か
ら
6
月
に
想
定

さ
れ
る
現
金
の
不
足
額
と
調
達

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
6
月
ま
で
の

3
カ
月
間
は
、
診
療
報
酬
支
払

基
金
か
ら
の
診
療
報
酬
が
な
い

た
め
、
約
10
億
9
千
万
円
の
現

金
の
不
足
が
生
じ
る
と
想
定
し

て
い
る
。
企
業
団
が
一
時
借
入

金
で
対
応
す
る
。

問
　
そ
の
場
合
、
市
中
銀
行
で

町
の
債
務
保
証
が
な
い
と
貸
せ

な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
と
き
は
、

両
町
で
そ
の
保
証
を
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
。

町
長
　
運
転
資
金
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
が
、
企
業
団
か
ら

そ
う
い
っ
た
要
請
が
あ
れ
ば
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問
　
平
成
26
年
度
の
病
院
ご
と

の
経
営
収
支
は
、
ど
の
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

町
長
　
二
病
院
統
合
事
務
組
合
で
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
作
成

中
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
施

設
ご
と
の
具
体
的
な
数
値
は
、

示
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　
26
年
度
、
27
年
度
、
町
の

負
担
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の

か
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
交
付
税
以
外

の
負
担
金
は
、
両
町
で
半
分
ず

つ
負
担
す
る
。
交
付
税
に
か
か

る
負
担
金
は
、
両
町
で
ル
ー
ル

を
定
め
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
市
川
三
郷
病
院
の
建
て
替

え
は
、
行
わ
れ
る
計
画
な
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
平
成
30
年
度

に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問
　
消
火
栓
が
雪
に
埋
ま
っ
て

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

標
識
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

防
災
課
長
　
標
識
板
の
設
置
に

向
け
、
取
り
組
み
た
い
。

問
　
雪
置
き
場
を
提
供
し
て
く

れ
た
方
に
、
町
で
お
礼
が
で
き

な
い
か
。

建
設
課
長
　
今
後
と
も
、
今
回

と
同
様
な
除
雪
対
策
を
講
じ
、

町
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

大
雪
に
対
す
る

町
の
対
応
は



問
　
今
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
改
正
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
か
ら
見
直
し
の
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る
経
費
が

自
治
体
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
が
、
自
治
体
と

事
業
者
の
負
担
役
割
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
民
生
活
課
長
　
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
で
は
消
費
者
、
自

治
体
、
事
業
者
の
三
者
が
一
体

と
な
っ
て
容
器
包
装
廃
棄
物
の

削
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
事
業
者
は

そ
の
事
業
に
お
い
て
用
い
た
容

器
包
装
に
つ
い
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

た
だ
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器
包
装
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

に
つ
い
て
は
、
企
業
に
リ
サ
イ

ク
ル
の
義
務
が
あ
る
が
、
金
属
（
缶

類
）
、
紙
パ
ッ
ク
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
に
関
し
て
は
有
価
物
と
し

て
有
価
処
理
す
る
の
で
、
企
業

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
義
務
は
な
い
。

問
　
現
状
で
は
消
費
者
の
負
担

は
な
く
、
事
業
者
も
負
担
は
軽

く
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
の
間

で
は
不
公
平
感
が
募
っ
て
お
り
、

全
国
町
村
会
や
全
国
市
長
会
な

ど
で
は
国
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

ど
の
く
ら
い
の
不
公
平
感
か
と

言
え
ば
、
例
え
ば
京
都
市
で
は
、

5
0
0
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1

本
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
の
に
、

市
町
村
は
4
・
5
円
を
負
担
す

る
の
に
対
し
、
事
業
者
は
0
・

05
円
。
ア
ル
ミ
缶
は
市
町
村
が
1
・

7
円
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
4
・
3

円
か
か
る
が
事
業
者
は
0
円
で

あ
る
。
圧
倒
的
に
自
治
体
が
負

担
し
て
お
り
、
自
治
体
は
リ
サ

イ
ク
ル
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
経
費

が
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
、
多
く
の
自
治
体
が
国
に

対
し
て
容
リ
法
の
見
直
し
を
要

望
し
て
い
る
。
町
長
は
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
大
変
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
独
自
に
国
へ
の
要

望
書
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
全
国
町
村
会
が
国
へ
要

望
書
を
出
し
た
の
は
、
全
国
す

べ
て
の
町
村
の
思
い
か
ら
き
て

い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
富

士
川
町
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
か

か
る
費
用
は
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

る
総
費
用
の
8
割
が
製
品
価
格

に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

自
治
体
の
税
金
で
処
理
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
自
治
体
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

る
費
用
を
製
品
価
格
の
中
に
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
国

に
対
す
る
要
望
の
具
体
的
な
中

身
で
あ
る
。
26
年
度
も
国
・
県

へ
の
要
望
事
項
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
る
の
で
、
富
士
川
町
と
し

て
も
国
へ
の
要
望
を
考
え
て
い

き
た
い
。

永
井
寛
子
議
員

容器包装リサイクル法の
見直しは

費用負担軽減のため
国に要望する

町の負担が増えているリサイクル費用



町長が病院問題に
取り組んだ理由は

医療はまちづくりの
根幹と考える

峽南医療センターについて審議された
二病院統合事務組合議会

市
川
淳
子
議
員

問
　
平
成
26
年
4
月
に
開
院
す

る
「
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
、

富
士
川
町
の
町
民
の
み
な
ら
ず
、

峡
南
地
域
住
民
の
待
望
の
病
院

施
設
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
容
易
で

は
な
か
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
峡
南
の
地
に
「
峡
南
医
療

セ
ン
タ
ー
」
を
開
院
し
た
意
義
と
、

ど
ん
な
病
院
に
し
て
い
き
た
い

の
か
伺
う
。

町
長
　
経
営
形
態
の
異
な
る
2

つ
の
病
院
の
統
合
は
大
変
困
難

な
道
の
り
だ
っ
た
。
賛
成
反
対

と
い
う
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
議
論
を
経

て
や
っ
と
26
年
4
月
か
ら
、
地

域
完
結
型
医
療
を
基
本
方
針
と

し
た
「
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
で
き
る
運
び
と
な
っ

た
。

 
新
た
に
出
発
す
る
医
療
セ
ン
タ
ー

の
意
義
は
、
2
病
院
2
介
護
施

設
が
一
体
と
な
っ
て
、
医
療
か

ら
ケ
ア
機
能
ま
で
の
強
化
お
よ

び
経
営
改
革
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
住
民
に
期
待
さ
れ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
「
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
存
在
は
、
町
民
に
安
心
感
を

も
た
ら
す
と
同
時
に
、
お
ら
が

町
の
病
院
と
い
う
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
要
望
の
声
が
上
が
る
。

一
方
、
病
院
側
も
町
民
に
伝
え

た
い
こ
と
も
出
て
く
る
。
医
療

の
問
題
は
、
非
常
に
課
題
が
多
い
。

医
師
の
過
重
労
働
、
医
師
不
足
、

臨
床
研
修
制
度
に
よ
る
都
市
部

へ
の
集
中
、
患
者
の
モ
ラ
ル
の

低
下
な
ど
。
そ
れ
は
行
政
と
医

療
機
関
関
係
者
だ
け
が
対
策
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
住
民
も

巻
き
込
み
一
緒
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
、
地
方
の
病
院
は
や
っ

て
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
町
は
、
町
民

の
声
を
積
極
的
に
吸
い
上
げ
る

と
同
時
に
、
病
院
側
の
情
報
も

流
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
実
際
の
医
療
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
企
業
団
が
行
い
、
町

と
の
関
わ
り
は
福
祉
保
健
課
が
や
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
町
が
出

資
を
し
て
い
る
病
院
な
の
で
、

市
川
三
郷
町
と
も
同
じ
よ
う
な

要
望
が
出
せ
る
よ
う
連
携
を
図

り
な
が
ら
で
き
れ
ば
と
思
う
。

問
　
企
業
団
に
外
部
委
員
会
設

置
の
項
目
が
あ
る
が
、
そ
の
役

割
や
目
的
を
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
外
部
委
員
会

の
性
格
は
、
議
会
と
は
違
っ
て

議
決
事
項
に
強
制
力
は
な
い
が
、

病
院
運
営
に
関
す
る
専
門
性
を

有
す
る
7
名
以
内
の
有
識
者
と

し
て
い
る
。
例
と
し
て
公
認
会

計
士
・
税
理
士
等
の
学
識
経
験

者
や
企
業
・
医
師
会
等
の
代
表

者
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

町
長
　
外
部
委
員
会
に
は
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
や
、

病
院
経
営
を
外
部
か
ら
見
て
い

た
だ
く
。
詳
細
な
数
字
ま
で
出

さ
な
い
と
評
価
し
て
い
た
だ
け

な
い
。
当
然
オ
ー
プ
ン
に
し
て

い
く
。



問
　
霊
峰
富
士
山
は
世
界
遺
産

で
あ
る
と
同
時
に
、
火
山
で
「
陽

の
当
た
る
裏
側
に
陰
あ
り
」
と

一
向
二
面
の
顔
が
あ
る
。

 
富
士
山
噴
火
の
歴
史
を
た
ど

る
と
、
30
年
間
に
1
回
の
割
合

で
1
0
0
回
以
上
の
噴
火
が
あ
り
、

直
近
で
は
1
7
0
3
年
、
宝
永

の
噴
火
以
降
3
0
0
年
間
途
絶
え
、

地
下
の
マ
グ
マ
溜
り
に
は
相
当

量
貯
え
ら
れ
て
い
る
と
想
定
さ

れ
る
。

 
1
1
5
0
年
前
の
貞
観
噴
火

で
は
、
噴
出
さ
れ
た
大
量
の
溶

岩
が
山
麓
の
集
落
を
埋
め
、
数

多
く
の
生
命
を
奪
い
、
本
栖
湖

を
分
断
し
て
精
進
湖
と
西
湖
と

青
木
ヶ
原
樹
海
を
出
現
し
た
と

史
実
さ
れ
て
い
る
。

 
地
震
と
噴
火
の
関
連
性
で
は

3
1
1
年
前
の
元
禄
関
東
地
震（
Ｍ

8
・
2
）、4
年
後
の
宝
永
東
海

地
震（
Ｍ
8
・
7
）、そ
の
49
日
後

に
宝
永
大
噴
火
が
発
生
し
て
い
る
。

地
震
や
噴
火
な
ど
、
自
然
災
害

発
生
は
人
智
を
超
え
、
抗
す
べ

き
万
策
の
な
い
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。

 
富
士
山
は
玄
武
岩
質
火
山
で
、

降
灰
は
マ
グ
マ
が
微
粒
化
し
た

ガ
ラ
ス
片
状
、
目
の
角
膜
を
傷

つ
け
、
呼
吸
疾
患
な
ど
健
康
被

害
の
恐
れ
が
あ
り
、
農
作
物
・

交
通
・
通
信
・
電
気
・
水
源
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な

被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

 
富
士
山
直
下
に
は
駿
河
ト
ラ

フ
が
延
び
、
地
下
10
㎞
近
辺
で

は
マ
グ
マ
活
動
に
よ
る
低
周
波

地
震
や
、
火
山
性
微
動
が
年
間

10
数
回
観
測
さ
れ
、
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
地
震
と
、
富

士
山
噴
火
が
連
動
す
る
と
大
災

害
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

 
最
近
、
富
士
山
噴
火
を
想
定

し
た
山
梨
・
静
岡
・
神
奈
川
3

県
の
富
士
山
噴
火
防
災
計
画
が

発
表
さ
れ
た
が
、
降
灰
被
害
へ

の
対
応
は
。

防
災
課
長
　
3
県
で
構
成
す
る

防
災
対
策
協
議
会
で
作
成
し
た

火
山
広
域
避
難
計
画
で
は
、
火

山
灰
は
小
さ
な
粒
子
状
の
破
片
で
、

体
内
に
入
る
と
健
康
被
害
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
推
積
し

た
火
山
灰
を
早
急
に
収
集
・
除

去
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
。
富
士
川
町
防
災
計

画
に
、
火
山
灰
の
収
拾
や
防
塵

な
ど
降
灰
対
策
を
位
置
づ
け
る
。

問
　
峡
南
5
町
で
受
け
入
れ
る

5
千
人
避
難
民
へ
の
対
応
は
。

防
災
課
長
　
県
内
8
万
5
千
人

と
も
見
込
ま
れ
て
い
る
避
難
民

の
う
ち
、
5
千
人
を
峡
南
5
町

で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
段
階
で
は
本
町
の

具
体
的
な
役
割
は
不
明
な
の
で
、

協
議
会
の
結
果
を
注
視
し
検
討

し
た
い
。

保
坂
　
實
議
員

富士山噴火を想定した
防災対応は

町の地域防災計画に
位置付ける

世界遺産であり活火山である富士山
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富
士
川
町
が
誕
生
し
て

4
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
私
た
ち
1
期
目
の
議
員

の
任
期
も
終
わ
り
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ

り
の
発
行
も
最
後
と
な
り

ま
し
た
。

　
親
し
み
や
す
く
、
読
み

や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」

を
心
が
け
、
委
員
全
員
で

協
力
し
て
き
ま
し
た
。
次

号
か
ら
は
、
改
選
さ
れ
た

新
し
い
広
報
委
員
で
発
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
進
化
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮫
田
洋
平
）

問題1. 26年一般会計予算総額は〇億〇万円。
問題2. 道の駅富士川は〇月オープン予定。
問題3. 富士川病院の一般病床数は〇床。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中條1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成26年6月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

（１）スクールバスは3台。　（２）一般質問は10人登壇。
（３）24年太陽光発電補助実績は55件。

前回の答え

法

論

石

ほ
う

ろ
ん

せ
き

保坂　　實　井上　　勝
深澤　勝雄・井上　光三

神田　　智 鮫田　洋平

　
小
室
の
土
録
に
あ
る
大
石
で
、

横
幅
三
、
六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

一
、
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
、

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
上
に
お

堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
「
妙

石
山
懸
腰
寺
」
と
い
う
。

　
今
か
ら
、
七
六
七
年
前
、
真

言
宗
修
験
者
「
恵
頂
阿
闍
梨
・

善
智
法
印
」
が
、
東
三
十
三
国

の
山
伏
の
頭
領
と
称
し
て
、
護

國
院
金
胎
寺
（
今
の
小
室
山
妙

法
寺
）
の
住
職
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
こ
へ
日
蓮
上
人
が
来
て

こ
の
大
石
の
上
に
座
り
、
集
ま
っ

た
村
人
に
仏
法
を
説
き
聞
か
せ

て
い
た
。

　
こ
れ
を
聞
い
た
善
智
法
印
が

怒
っ
て
上
人
と
会
見
し
、
種
々

法
論
を
交
わ
し
た
が
、
と
て
も

上
人
に
は
か
な
わ
な
い
。
そ
こ

で
法
印
は
、
俺
に
は
真
言
の
修

法
が
あ
る
。
俺
の
行
力
を
見
よ

と
い
い
な
が
ら
、
数
珠
を
す
っ

て
般
若
心
経
を
唱
え
る
と
、
日

蓮
上
人
が
座
っ
て
い
た
三
メ
ー

ト
ル
余
り
の
大
石
が
空
中
に
昇

り
始
め
た
。
村
人
は
驚
い
た
が
、

上
人
は
少
し
も
騒
が
ず
法
華
経

を
読
み
お
題
目
を
唱
え
る
と
、

三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
空
中
に
昇
っ

た
大
石
は
そ
こ
で
ピ
タ
リ
と
静

止
し
た
。
上
人
は
、
さ
あ
こ
の

大
石
を
空
中
に
縛
り
と
め
た
か

ら
、
お
前
の
法
力
で
下
し
て
み

よ
と
い
っ
た
。
法
印
は
汗
を
流

し
て
祈
祷
し
た
が
、
大
石
は
空

中
に
静
止
し
た
ま
ま
ビ
ク
と
も

動
か
な
い
。
今
度
は
上
人
が
再

び
お
経
を
読
み
九
字
を
切
る
と
、

大
石
は
空
中
か
ら
静
か
に
地
上

に
下
り
て
、
も
と
の
位
置
に
納

ま
っ
た
。
そ
こ
で
善
智
法
印
も

恐
れ
入
っ
て
、
上
人
の
前
に
ひ

れ
伏
し
て
あ
や
ま
り
、
弟
子
に

し
て
く
れ
と
願
っ
た
。

　
そ
の
後
小
室
山
は
日
蓮
宗
に

改
宗
し
、
日
蓮
上
人
か
ら
徳
榮

山
妙
法
寺
の
寺
号
を
賜
り
、
法

印
は
名
を
日
伝
と
改
め
た
。

　
こ
の
大
石
を
法
論
石
、ま
た

は
吹
上
げ
法
論
石
と
呼
ん
で
い
る
。

（
増
穂
町
誌
か
ら
転
載
）

　
善
智
法
印
と
日
蓮
上
人
の
法

論
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
法
印

は
法
論
に
負
け
、
一
度
は
上
人

の
お
弟
子
に
な
っ
た
も
の
の
恨

み
は
晴
れ
ず
、
あ
る
日
法
印
は

粟
餅
を
持
っ
て
上
人
を
訪
れ
た
。

上
人
は
粟
餅
を
受
け
取
り
、
庭

先
に
遊
ん
で
い
た
白
犬
に
粟
餅

を
与
え
た
と
こ
ろ
一
声
吠
え
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
粟
餅
に
毒

が
入
っ
て
い
た
の
だ
。

　
上
人
は
、
自
分
に
代
わ
っ
て

死
ん
だ
白
犬
を
蘇
ら
せ
て
あ
げ

よ
う
と
「
毒
消
し
の
秘
妙
符
」

を
与
え
る
と
、
見
る
間
に
息
を

吹
き
返
し
た
。
法
印
は
、
上
人

に
心
の
底
か
ら
懺
悔
し
、
そ
の

後
は
、
立
派
な
お
弟
子
に
な
っ

た
そ
う
だ
。

妙法寺庫裡に掲げられている絵

ど
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